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トレーニングする前に 

 

1.体力等に自信の無い方は、製品のご使用の前に医師にご相談ください。 

2.指定の位置に足を置き、基本的なローイング方法を取扱説明書に従い行なってください。 

注意！ 

1.製品は垂直に立てることができます。部屋の隅や壁に立てかけ安全な場所に保管してください。 

2.可動する部分に手などを挟まないようにして下さい。  

目次 

Ｐ３.部品の名称  

Ｐ４.サイドレール/リアスペーサー/滑車の組立 

Ｐ５.シートと上部フレームの取り付け 

Ｐ６.フットボードの取り付け 

Ｐ７.コードの取り付け  

Ｐ８.負荷調整方法 

Ｐ９.タンクへの給水方法 

Ｐ１０.タンクへの水の入れ替え方法 

Ｐ１１.フットプレート調整方法 

Ｐ１２.コンピューターの説明 

Ｐ１３.トラブルシューティング 

Ｐ１４.分解図 

Ｐ１５.パーツリスト 

Ｐ１６.保証規定 

この度は本製品‘清流’をお求めいただき、誠に有難うございます。  

当製品は、ラミネートとスカンジナビア海岸地域の上質な木材のみを使用し、最新技術で組み込まれたフ

レームで作られております。その色調は自然の美しさを表現しており、木目と製品の色合いとがそれぞれ

の特徴を調和させ、自然環境を讃えているようなデザインとなっています。 
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部品の名称 
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サイドレール/リアスペーサー/滑車の組立 

図のように、⑤リアスペーサーの下面に前もって組み付けられているボルトで⑨バンジーフ

ックを取り付けてください。その際に、後方台座とフック台座の方向を間違えないようにご

注意ください。（フックにコードの先端をかけられなくなります） 

次に⑯M6x15mmのボルト4本を使用し、左右のレールとリアスペーサーを取り付けてください。 

（仮締め） 

注意）レールを取り付ける前に後方台座の方向をご確認ください。 

 

方向に注意してください。 

 

前 

⑨バンジーフックを取り付ける 

右サイドレール 

シートストップゴム 

取付済 

左サイドレール 

⑯M6×15mm ボルト 

⑤リアスペーサー 

（バンジーフック側が下になります。 

アクスル 

滑車 

⑬ワッシャー 

図の様に滑車はサイドレールの外側に取り付けて下さい。 

⑮ナイロンナット 

⑯M6×15mm ボルト 
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シートと上部フレームの取り付け 

シートの凹み 

シート 

シートを取り付けるには、左右のレール

の間隔を少し開き、シートをレールの上

に置きます。 

 

シートの凹みは後方に向けてください。 

 

図のように、タンク本体を⑰ M8x45mmボルト×4本, ⑬ 

M8 ワッシャー×8個,  ⑭ M8スタンダードナット×4個  

⑮ M8ナット×4個で仮止めします。 

後の作業でフットボードを取り付けた後に、ローアーを

立てた状態にするとボルトを完全に締め易くすること

ができますので、それまでの間、ボルトとナットは完全

には締めないでおいてください。 
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フットボードの取り付け 

ハンドルを前方に動かし、2本の⑱M6x65mmボルトでハンドル止めをフットボードに取り付け

ます。次に、4本の⑰M8x45mmボルト, 8 個の⑬M8ワッシャー, 4 個の⑭M8ナット, 4個の M8

ナットでレールにフットボードの下の部分を取り付けます。 
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コードの取り付け 
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ハンドルを引く水圧は、タンクに付いているダイヤルで自由に強弱を調整できます。 

 

 

運動を始める 

タンクアジャスターをMINにすると水圧負荷がを最小になります。タンク内の外側の水量を最小に

するまでにタンク内の内側に水を溜めるため、10回程度漕ぎます。 

その後はそのまま運動を続けて下さい。負荷が定まります。 

 

タンクアジャスターをMAXにすると水圧負荷がを最大になります。タンク内の外側の水量を最大に

するまでにタンク内の内側の水を減らすため、10回程度漕ぎます。 

その後はそのまま運動を続けて下さい。負荷が定まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

負荷調整方法 
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給水する前にノブをMAXにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.タンク上のラバープラグを取り外します。 

2.図のように、タンクを脇に水の入ったバケツを用意し、ポンプで水を入れます。 

  

 

3.ポンプで水を吸引し、タンク内の目盛りを見ながら給水してください。 

重要：タンクから水が溢れないようにお気をつけください。 

4.規定の量の水を入れたら、ポンプの上のバルブを開け、ポンプ内の水を出してください。 

5.給水および手入れが終わったら、ラバープラグを閉めてください。 

ポンプを使用するときのコツ： 

水が入ったバケツをタンクより高い位置に置くことで、自動的に水がバケツからタンクへ給水されます。 

 
浄水について 
付属品の塩素剤 

注意：浄水の量はローアーの設置場所や直射日光の度合いによってことなります。 

付属の塩素剤以外をご使用にならないでください。 

付属品の塩素剤は4つ入っていますが、入れる目安は約4～6ヵ月です。 

ただし水の変色が早いようであればタンク内の水の交換をお勧めします。 

タンクへの給水方法 

注意：給水するとき、ノブをMAXにし、満

タン以上給水しないでください。MAX以上に給水

すると、ご使用中あるいは立てた状態で保管す

る場合に、水漏れを生じさせることがあります。

決して最大量の１７リットル以上入れないでく

ださい。タンク下のレベルにご注意ください 

 
 

 

 

 

注意：水を入れる前に、ポンプの上のバルブが閉じているか確認してください。 
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注意 

給水する際には、カーペットや床を汚さないようにタンクの下にシート等を敷いてください。 

 

タンクの水を排水するには 

1.アジャスターをMINにする。 

2.貯水を完全にするため、少なくとも10回こいでください。 

3.タンクプラグをはずしてください。 

4.ポンプの硬いノズルをタンクへ、柔らかいホースをバケツへ入れます。 

～～～排水はここまで～～～ 

5.前ページに記載されている給水方法を参考にし、給水し直してください。 

注意：ポンプの上のバルブは、適切な排水のために閉めてください。 

注意：水の洗浄を定期的にすると、水の交換をする必要はなくなります。塩素を入れるタイ

ミングは、水が変色したときです。 

注意：直射日光は塩素の効果を減退させます。直射日光を避けて設置してください。 

タンクへの水の入れ替え方法 
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ストラップは足の幅に応

じて、左右に調整できま

す。 

 

 

また、フットプレートは、

足のサイズに応じて簡単

に調整できるようになっ 

ています。  

 

フットプレートは、上下

にスライドでき、足の大

きさに合わせて1～6まで

6段階の調整できます。 

固定用の突起がプレート

の孔に合うようにして位

置を確定して下さい。 

 

 

 

 

 

ストラップをしっかりと締め、エクササイズを始めてください。 

 

警告：ストラップを締めずに、あるいはフットレストを固定せずにエクササイズを行わないでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

フットプレート調整方法 
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オートスタート 

運動を開始すると自動でコンピューターは作動します。 

運動を中断、または終えて5秒以上5分未満の場合は表示が一時停止の状態になります。 

ボタンの説明 

① DISTANCE ADD 1000M EACH TOUCH・HOLD TO RESET 

A：DISTANCE ADD 1000M EACH TOUCH  

1回押すことに1000Mごと距離が増えて、運動をするとカウントダウンします。 

B:HOLD TO RESET 

カウントをリセットするには3秒ほど長押しします。 

TIME 

漕ぐと自動でスタートします。 

② 500M TIME 
500ｍ到達するまでの時間を表示します 

③ PULSE 
脈拍を表示します。測定するにはチェストスト

ラップ（別売）が必要となります。 

④ SPM 
1分間あたりの漕いだ回数を表示します。 

⑤ CAL HOUR 
1時間あたりの消費カロリーを表示します。 

⑥ WATT 
1回漕いだあたりの運動強度を表示されます 

⑦ DIST 
距離を表示します。 

⑧ LEVEL UP/DOWN 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピューター 
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トラブルシューティング:こんなときは 

 

症状 原因 解決方法 

タンクの水が変色した。 水が腐ってしまう。 直射日光を避ける。水の交換、

もしくは付属の塩素剤を入れ

る。この取扱説明書の水の交換

のページをご参照ください。 

ベルトがプーリーを滑る テンションが緩い。 

 

コードのテンションが緩んで

います。 

販売店へご連絡下さい。 

コンピューターの数値が実際

と一致しない。 

センサーがマグネットと離れ

ている。 

センサーの故障。 

センサーが外れている。 

 

販売店へご連絡下さい。 

電池交換をしてもコンピュー

ターのパネルに文字が表示さ

れない。 

電池がきちんと挿入されてい

ない、もしくは電池が切れてい

る。 

電池を入れ直してください。も

しくは新しい電池と交換して

ください。 

コンピューターパネルに文字

が表示されるが、使用中に変

化しない。 

接続不良。 

コードプラグ 

コード断線 

コードが接続されているかを

ご確認ください。またはコード

が断線していないか確認して

ください。 
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